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島根県簸门I郡大社町におけるボタンウキクサの 
越冬個体群の消失について 

神谷 要'
Kaname KAMIYA: Lost population of waterlettuce (Pistia stratiotes L.) 

in Taisya-town, Shimane Prefecture, Japan

は じ め に

近年，ホテイァオイを始めとする移入種はH 本 

国内の生態系に大きな影響を与えている（驚 谷 • 

矢原，1 9 9 6 ) .これら移入種の中で熱帯地域原産 

のボタンウキクサは，近年アクアリウムのブーム 

とともに園芸店により多く日本国内に移入されて 

い る （角野，1 9 9 4 ) .ボタンウキクサは，サトイ 

モ科の植物でペリー--行が琉球で採集した標本が 

(琉球王国時代の植物標本展実行委員会編，1998) 
日本国内で最も古い記載と考えられる.しかし， 

沖縄以外の地域では越冬せず（大 滝， 1980)， 本 

州では一度大繁茂しても翌年には観察されないの 

が一般的であった（下田，1992 ; 角野，1995).
しかし，西日本を中心に野外に逸出したボタン 

ウキクサの中で，鳥取県弓ケ浜においては越冬が

観察されている（神 谷 •國 井 ， 1 9 9 5 ) .また， 山 

本 •藤 井 （1 9 9 6 )らは， 日本に移入されたボタン 

ゥキクサが種子をつくって越冬，翌年浮葉を形成 

す る 事 を 報 告 し た .こ の よ う な 状 況 か ら 上 赤  

(1 9 9 9 )は，ボタンゥキクサが今後ホテイアオイ 

のように帰化する可能性を警告している.

筆者は島根県簸川郡大社町のとんぼ池（図 1) 
のボタンゥキクサ個体群が，1995年から 1999年ま 

で毎年大きな個体群を形成している事を確認した. 

このトンボ池は，島根県大社町の浜遊自然館に作 

られた小さな池（O .lh a )で海岸から200mの松林 

の中にある.この池は，隣の島根県宍道湖西部浄 

化センターの処理水を池に流し込しこんで池の水 

を維持し， トンボの生息するピオトープとして 

1994年につくられた.しかし，何者かによって池

図 1 . 島根県簸川郡大社町浜遊自然館のトンボ池 
の全景

図 2 . 越冬しているボタンウキクサ（1999年12月）

* 米子水鳥公園
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にブラックバスやホテイアオイ-ボタンウキクサ• 

ォォカナダモが移入され，生態系としては無残な 

状態になっていた.また，ボタンゥキクサの大繁 

茂は単年度で終了せず，このトンボ池では®年の 

ように池を覆うような大繁茂がおこっていた.こ 

のため，管理者の大社町浜遊自然館は年数回ボタ 

ンゥキクサの除去を毎年行っていた.この状態は, 

ボタンゥキクサが帰化したといってよいような状 

態であった.

筆者と浜遊自然館は，ボタンゥキクサが帰化状 

態にある原因を池に入り込む下水処理水の水貼が 

高いことにあると考えた.そこでこのボタンウキ 

クサの越冬期に排水の停止を行うとともに，その 

前後--年間にわたって水質と水草の調査を行った 

のでその結果を報告する.

方 法

浄化センターからトンボ池に流入させている処 

理水は，2001年 2 月 5 日に停止した.その前後， 

約--•年間（1999年 7 月〜2000年 8 月)にわたって 

ボタンウキクサと， トンボ池の水質について調査 

した.

ボタンウキクサの植物体の有無を-、卜•すために， 

毎月池の被度（％ ) と最大葉長を計測した.最大 

葉長は，茅でつながった■一つのラミツトのうち， 

最大値を40サンプル計測し，上位20サンプルにつ 

いて平均値をだし，各月で比較した.現存量は， 

冬季に群落が殆どなくなるため破壊的な調査を避 

けたことと，コドラートを設定しようにも採集す 

るたびに隣の個体が広がって実験にならなかった 

ことから，測定できなかった.

水質として，月一回'「•前10:30ごろに水温，溶 

存酸素量，電気伝導度，塩 分 濃 度 ( p s u )を計測
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図 3 . ボタンウキクサの被度と最大菜長の'I':均の変化
図中の矢印は,除草を行ったことを示す.また，横棒は,トンボ池に処理

水を池に流し込むポンプを停.l l :していた期間を示す.2000年 2 月以降は， ボ 

タンウキクサの植物体を確認できなかった.
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した .また，冬 期 （2000月 1 月12日）に一日の水 

温の変化を計測した.流入する水の水質について 

は，島根県宍道湖西部浄化センターより処理水の 

デ ー タ （島根県，2 0 0 0 )の提供を受け比較した. 

また，処理水の流れ込まない環境の水温として， 

米子水鳥公園のデータを比較に用いた.

結 果

〇ボタンウキクサ

本調査地のボタンウキクサは，1999年の夏季に 

は，池を被うような大繁茂をしており，被度は 9 
月，最大葉長は10月がピークであった.また， 9 
月には開花している個体も観察された.これに対 

して，浜遊自然館は例年のように二回の除草（図 

3 中の矢印）によりボタンウキクサを取り除いた 

が，ーヶ月程度でボタンウキクサは同様に池一-面 

に広がった.冬季には，一つ一つの浮葉は小さく 

なり，その数も多くなかったが，それでも厳冬期 

も浮葉体が観察された（図 2 , 図 3 ) .
2000年 2 月のポンプ停止後は，ボタンウキクサ 

の植物体は見られなくなり，2000年夏になっても 

植物体が観察されることはなかった.さらに，翌 

2001年の夏季にも著者はこの池にボタンウキクサ 

がないことを確認した.

◎ 水 温

ボンプ停止以前の 1 月までのトンボ池の水温は， 

コントロールとした米子水鳥公園に比べ，夏は水 

温が低く (30.1〇〇 ,冬は高い状態で安定してい  

た （図 4 ) . このため，最 も 寒 い 1 月でも13.9X： 
の水温があり，早朝には池から水蒸気が昇るのが 

観察された.この水温の変化は，浄化センターの 

温^^水に近いものであった.

これに対して，ポンプ停止後の水温（図 4 中の 

太線の期間）は，米子水鳥公園の水温に近い推移 

をみせていた.このため， 2 月の水温は8°Cと 1 
月に比べ，約 5 で低下した.

また， トンボ池の一日の水温変化（2000年 1 月
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図 4 .トンボ池と宍道湖西部浄化センター処理水の水 

温変化

ボタンウキクサが'越冬可能とされる12でのと 

ころに破線を引いた.横棒は， トンボ池に処理 

水を池に流し込むポンプを停止していた期間を 

示す.実線で示したトンボ池の水温がボンプ停 

止後の2 月に大きく低下しているのが分かる.

12日）は，最高16.2°C最低13.8でで，その差は2.4 
°Cであった.

浄化センタ_ からの排水温は，最高平均水温 

2 4 . l t  ( 8 月23.8-22.2° C),最低平均水温 16.913 
( 2 月1 7 .4 - 1 6 .4 r )であり，15°Cを下回ることは 

な か っ た （島根県，2000).

考 察

今回の調査より大社町のトンボ池は，浄化セン 

ターからの処理水を導入していたために，水温が 

ボタンウキクサの植物体での越冬が可能な平均水 

温12°C (児島，2 0 0 0 )を下回ることがなかったと 

推測される.今回の実験でボタンウキクサの開花 

も観察しており（2000年 9 月），種子もしくは越 

冬した植物体により，毎年ボタンウキクサの発芽• 

大繁茂がおこっていたと推測される.

今回の実験により，このような排温水の流入を
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停止すれば，ボタンウキクサの照•平以降の越冬• 

繁茂を止めることができると考えられる.今後， 

もし沖縄以外の国内で，毎牢ボタンウキクサの大 

繁茂がおこる水体があるならば，排温水が流れ込 

んでいないか調べる必要があるであろう.

筆者は，烏取!弓ヶ浜でボタンウキクサの越冬 

について報告（神谷■國井，1 9 9 5 )したが，この 

とき最も火きな疑問は，この河川の異常に高い水 

質の値であった.報 {7後，ボタンウキクサの少.育 

は確認されなくなったが，調べてみるとこの河川 

も今回の調査地同様に境港市下水処理センターの 

処理水が流れ込む河川であった.

今後，現在のように多量のボタンウキクサが国 

内へ移入された場合，温暖化によって冬乎の水温 

が上昇した水体や，工場.温泉などの排温水が流 

入する河川などにおいて，ボタンウキクサの本格 

的な帰化がおこることが心配される.

ボタンウキクサの大繁茂については，その水而 

を被い尽くす様子が注目を集めるが，今後はその 

ような水体で継続的な繁茂がおこったのか，取年 

度で消えてしまったのか，複数年にわたる観察結 

果の報告が待たれる.
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